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IPCC-第1次報告書
(1990年)

IPCC-第6次報告書
(2021年)

それはずっと言われている
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海面上昇だけじゃない

平均海面水位
O(100km)

高潮 O(100m)

潮汐 O(1km)

波浪遡上
O(1m)

台風/低気圧による海面変化

極端
海面
水位

全海面水位

気候変動による変化

波浪による海面
上昇 O(10m)

Mori and Shimura (2023)
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高潮とは

吹き寄せ吸い上げ
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波浪とは

Holthuijsen (2007)

波高とは？
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波浪の気候とは
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波浪の気候変化予測
◼ IPCC第4次報告書(2007年)：海洋における極端現象に関連して研究されてきた新たな要素として，

波高がある．

◼ IPCC第5次報告書(2013年)：初めて世界的コミュニティ予測が実施されたが，予測例が少ないの
で不確実性の評価ができていない．

◼ IPCC第6次報告書(2021年)：全球波浪将来予測のコミュニティ・アンサンブルを用いた定量的評
価を行い，世界の海岸線の約52%において、波高，周期，波向に、頑健な将来変化が生じるこ
とを示した．
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波浪の気候変化予測
◼ IPCC第4次報告書(2007年)：海洋における極端現象に関連して研究されてきた新
たな要素として波高がある．

◼ IPCC第5次報告書(2013年)：初めて世界的コミュニティ予測が実施されたが，予
測例が少ないので不確実性の評価ができていない．

◼ IPCC第6次報告書(2021年)：全球波浪将来予測のコミュニティ・アンサンブルを
用いた定量的評価を行い，世界の海岸線の約52%において，波高・周期・波向
に，頑健な将来変化が生じることを示した．

◼ IPCC第6次報告書(2021年)：平均的な波浪気候の変化予測については確信度は中
程度である一方，極端な波浪条件の変化予測については，利用可能な科学的証
拠が限られているため，確信度は低い．
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平均海面水位
O(100km)

高潮 O(100m)

潮汐 O(1km)

波浪遡上
O(1m)

台風/低気圧による海面変化

極端
海面
水位

全海面水位

気候変動による変化

波浪による海面
上昇 O(10m)

Mori and Shimura (2023)

海面上昇だけじゃない．
特に日本沿岸では台風による高潮高波
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気候変動予測とその不確実性

◼ 気候変動予測
⚫気候モデル

• 地球の大気・海洋・雪氷・陸面
過程・大気化学・大気海洋生化
学等を物理化学法則/経験則にも
とづいてモデル化

◼ 不確実なこと
⚫将来の社会構成・将来の温室
効果ガス排出
• 我々の選択

⚫気候モデルの不完全性
• 地球の物理・化学の理解

⚫自然変動
• 確率の問題



16 | 16 |

Tomoya ShimuraDisaster Prevention Research Institute, Kyoto University

気候変動予測とその不確実性

◼ 温室効果ガスに応じて気候変化

◼ 気候モデルを作って予測

◼ 不確実性

⚫将来の温室効果ガス

• 温室効果ガスの将来シナリオ作成

⚫気候モデルの不完全性

• 各国気候研究機関の結果を比較

⚫自然変動

• アンサンブル計算

◼ 投げる場所に応じて目の大きさ
や出やすさが変化

◼ サイコロ模型を作って予測

◼ 不確実性

⚫投げる場所の選択
• 投げる場所によって

⚫サイコロ模型の不完全性
• 違う業者のものを比較

⚫ランダム
• 何回も投げる

地球の気候 サイコロ
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対象とする気候変数（気温/海面上昇/降雨量/高潮）に
よってサイコロの目の数が違う
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対象とする気候変数（気温/海面上昇/降雨量/高潮）に
よってサイコロの目の数が違う．目に対する変化量も．
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2026年7月中旬〜下旬前半の記録的高温「エルニーニョ下でも発生、地球温暖化がなければ起こり得なかった」
極端気象アトリビューションセンター（WAC）https://weatherattributioncenter.jp/
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実際にサイコロを大量に振ってみる (d4PDF)
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実際にサイコロを大量に振ってみる

1 ensemble run
60 years

100 ensemble run
6000 years

30年の気候計算による台風経路 d4PDF現在再現計算(5400年)
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2019年
台風21号 2.7m

再現年数

現在気候

将来気候

最大クラス

高潮の変化予測
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極端海面水位（海面上昇＋高潮）の変化予測

IPCC-SROCC (2019)より引用

現在100年に1回の極端海面水位イベントが何倍起きやすくなるか
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丹後沿岸海岸保全基本計画

京都の海岸は？

https://www.pref.kyoto.jp/kaigan/1164081123425.html
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丹後沿岸海岸保全基本計画 令和8年8月変更

◼ 今般、気候変動による影響を考
慮した対策へ転換するため、令
和2年11 月に海岸保全基本方針が
変更された。このため、京都府
では、基本計画について将来の
気候変動による海面水位の上昇
や台風の強大化などを考慮した
防護水準へ見直しを行い、気候
変動に対応した計画へ変更する
ものである。
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2100年時点で2度上昇した場合を想定

◼ 高潮･高波などによる越波･浸水被
害の防護については、気候変動の
影響を考慮して設定した外力に対
し、背後地の安全を確保するため
施設整備を検討する。この外力の
設定に当たっては、台風及び爆弾
低気圧を対象としたアンサンブル
予測の結果を活用し、平均海面水
位の上昇量に加え、高潮による潮
位偏差及び波浪の長期変化などの
影響分を考慮して設定する。



海面上昇は当たり前，

波浪・高潮変化も考えられている

海から考える，これからの防災
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